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04 公共施設利用の取組

公共施設利用フローの作成・変遷

⚫ 令和２年４月７日付けで国から発出された緊急事態宣言が，同年５月２５日に解除され，東京都においても「新型コロナウイ

ルス感染症を乗り越えるためのロードマップにおける休業要請の緩和のステップ（施設別）」を示した。

⚫ 東京都が示したステップの内容では，市の公共施設とは施設規模感も異なることから，そのステップをベースとして，市独自

の公共施設の再開の拠り所となる公共施設利用フローを作成した。

⚫ 各公共施設は当該フローに基づき，各施設毎の留意事項を整理し，フローで示した各段階ごとにおける施設の利用要件等を整

理し，公表・運用を行った。

⚫ 公共施設利用フローは国の緊急事態宣言の再発出や都で示した方針，市内の感染状況等により適宜改訂をし，必要により「段

階の特例」を設定し，感染対策を講じた施設利用の運用を行った。

⚫ 感染状況や国等の動きを基に，市の感染対策の対応を見直し，令和５年２月28日でフローに基づく運用を終了し，同年３月１

日より利用者主体による感染対策の実施に切り替えた。
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市ホームページにおいても，フローの現在の段階や，各施設の留意事項を公開し，感染状況等により適宜見直しを実施



04 公共施設利用の取組

市決定フローの考え方【第１段階に位置付け】
⚫ 国の緊急事態宣言が解除されたことにより，市内

公共施設などに関して，適切な感染症予防策を講
じた上で順次再開するための拠り所となるフロー
を作成した。施設の再開にあたり，東京都公表の
「新型コロナウイルス感染症を乗り越えるための
ロードマップにおける休業要請の緩和のステップ
（施設別）」の流れに基づくものとした。

⚫ 緊急事態宣言の解除に伴う公共施設の再開へ向け
て，感染拡大予防の観点から各施設のリスク評価
を実施。人と人との距離を十分確保することを前
提とした利用定員の制限や，換気等が困難な場所
を利用中止とするなどを盛り込んだ運営方針を施
設ごとに定め，利用再開（一部施設を除く）へ向
けて準備を進めた。

⚫ 感染が発生した際，保健所からの調査に速やかに
対応できるよう，公共施設利用者から利用者名簿
を取得することとした。（イベントも同様）

【令和２年５月29日決定】
緊急事態宣言解除後における

国分寺市の公共施設再開のフロー

【令和２年６月16日改訂】
緊急事態宣言解除後における

国分寺市の公共施設再開のフロー

市決定フローの考え方【第３段階に位置付け】
⚫ 都のロードマップにおけるステップの位置付け

では，施設再開の目安として判断しにくいこと
から，市の状況を踏まえたより分かりやすい施
設再開の目安等に整理した。

【令和２年６月23日改訂】
緊急事態宣言解除後における

国分寺市の公共施設再開のフロー

市決定フローの考え方【７月１日から第４段階に
位置付け】
⚫ 令和２年７月１日より，第４段階への移行を決

定し，第４段階に位置付けられた施設について
は，感染防止対策が整い次第，順次再開を行う
こととした。

⚫ 施設利用の用途により，利用者による，より一
層の感染防止対策が求められる使用については，
十分な感染防止対策の利用者との合意を前提に，
順次利用の再開を行うものとした。
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04 公共施設利用の取組

【令和２年11月４日改訂】
緊急事態宣言解除後における

国分寺市の公共施設再開のフロー

市決定フローの考え方【第４段階に位置付け】
⚫ 第５段階に位置付けている学校施設の屋内（体育

館）の再開について，学校教育の保障や児童・生
徒の安全を確保することを前提に，当面の間，対
象者を学校関係者（児童・生徒を対象として活動
している団体）にしぼり，利用条件（感染症対策
実施チェックシート等の提出）を付して12月１日
利用から再開するため，第４段階に「小中学校体
育館（対象者制限付開放）」を設定し，第５段階
は「小中学校体育館（一般利用開放）」と設定し
た。

【令和３年１月８日改訂】
緊急事態宣言の再発出に伴う
国分寺市の公共施設利用フロー

【令和３年３月19日決定】
緊急事態宣言再発出解除後における
国分寺市の公共施設利用フロー

市決定フローの考え方【第４段階特例に位置付け】
⚫ 東京都の午後８時以降の不要不急の外出自粛を受

け，市の公共施設の夜間の開館時間を令和３年１
月８日から短縮する。各施設の使用枠に応じた閉
館時間を周知する。現状の第４段階において，新
たに緊急事態宣言再発出に伴う特例を位置づけた。

市決定フローの考え方【第４段階特例に位置付け】
⚫ 緊急事態宣言解除後の感染再拡大を防ぐため，

引き続き警戒感を継続する必要があることから，
段階的な利用制限の解除とする。

⚫ 夜間の利用時間短縮を都の協力依頼に準拠し，
令和３年３月31日まで継続。利用人数上限は，
緩和せず現在の定員を維持した。

⚫ 都の営業時間短縮の協力依頼等の内容・動向を
踏まえて，今後の本部にて継続・解除の判断を
することとした。
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04 公共施設利用の取組

【令和３年３月30日改訂】
緊急事態宣言再発出解除後における
国分寺市の公共施設利用フロー

【令和３年４月12日改訂】
緊急事態宣言再発出解除後における
国分寺市の公共施設利用フロー

【令和３年４月23日改訂】
令和３年４月23日付緊急事態宣言再発出に伴う

国分寺市の公共施設利用フロー

市決定フローの考え方【第４段階特例に位置付け】
⚫ 夜間の利用時間短縮を東京都のリバウンド防止期

間に準拠し，令和３年４月21日まで継続する。利
用人数の上限は，緩和せず現在の定員を維持した。

⚫ 東京都のリバウンド防止期間等の内容・動向を踏
まえて，今後の対策本部にて継続・解除の判断を
することとした。

市決定フローの考え方【第４段階に位置付け】
⚫ 夜間の利用時間短縮を東京都のまん延防止等重点

措置のその他の施設への対応（措置区域以外）に
準拠し，令和３年５月11日まで継続。利用人数上
限は，緩和せず現在の定員を維持した。

⚫ 東京都の動向を踏まえて，今後の本部にて継続・
解除の判断をすることとした。

市決定フローの考え方【第１段階に位置付け】
⚫ 令和３年４月23日付けで緊急事態宣言が再発出さ

れたことに伴い，第１段階として，休業・休館し
た。
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04 公共施設利用の取組

【令和３年５月15日改訂】
令和３年４月23日付緊急事態宣言再発出に伴う

国分寺市の公共施設利用フロー

【令和３年５月28日改訂】
令和３年４月23日付緊急事態宣言再発出に伴う

国分寺市の公共施設利用フロー

【令和３年６月４日改訂】
令和３年４月23日付緊急事態宣言再発出に伴う

国分寺市の公共施設利用フロー

市決定フローの考え方【第１段階に位置付け】
⚫ 令和３年５月15日付で国分寺駅北口駅前広場条例

が施行することに伴い，新たな公共施設としてフ
ロー内の施設の分類に追加をした。

⚫ 段階は第１段階を維持し，休業・休館とした。

市決定フローの考え方【第２段階特例に位置付
け】
⚫ 令和３年６月１日からの緊急事態宣言発出期間

の再延長に伴い，利用可能な施設の見直しを行
い，新たに第２段階の特例を設けた。

⚫ 第１段階の施設，第２段階の一部施設〔●屋外
スポーツ施設（運動場・テニスコート・ゲート
ボール場・弓道場※制限付利用）●小学校校庭
（土日のみ）●図書館（制限付開館）〕のみ利
用可とした。

⚫ 緊急事態宣言解除後，本部決定により次の段階
を判断することとした。

市決定フローの考え方【第３段階に位置付け】
⚫ 長引く緊急事態宣言下の中で，感染症対策を徹

底しつつ段階的に公共施設を再開していくため，
第２段階の特例を令和３年６月６日までとし，
令和３年６月７日より第３段階へ移行すること
とした。

⚫ 本部決定により次の段階を判断することとした。
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04 公共施設利用の取組

【令和３年６月18日決定】
緊急事態宣言解除後（令和３年６月21日以降）に

おける国分寺市の公共施設利用フロー

【令和３年６月24日改訂】
緊急事態宣言解除後（令和３年６月21日以降）に

おける国分寺市の公共施設利用フロー

【令和３年７月９日決定】
令和３年７月８日付緊急事態宣言再発出に伴う

国分寺市の公共施設利用フロー

市決定フローの考え方【第４段階特例に位置付け】
⚫ 国の緊急事態宣言が令和３年６月20日をもって終

了し，令和３年６月21日から東京都がまん延防止
等重点措置の対象となることを踏まえ，夜間利用
時間短縮等の措置を講ずるため，第４段階の特例
を設定した。

⚫ ①第１～３段階を含む施設の夜間利用時間短縮②
中学校校庭，中学校体育館（制限付開放）を除く
③小学校体育館（制限付開放）は第３段階を維持
した。

⚫ 今後の感染状況等を踏まえ，特例を解除すること
とした。

市決定フローの考え方【第４段階特例に位置付け】
⚫ 第４段階特例の中で除いていた中学校校庭・中

学校体育館（制限付開放）と第３段階を維持し
た小学校体育館（制限付開放）に関して，都教
育委員会の通知を踏まえ，令和３年６月26日よ
り他の施設と同様，第４段階の特例における
「施設の夜間利用時間を短縮」に含めた措置と
した。

市決定フローの考え方【第４段階特例に位置付
け】
⚫ 国・都等の考え方を踏まえ，令和３年７月12日

以降もこれまでの対応と同様，第４段階の特例
として施設の夜間利用時間の短縮を継続した。
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04 公共施設利用の取組

【令和３年９月29日決定】
緊急事態宣言解除後（令和３年10月１日以降）に

おける国分寺市の公共施設利用フロー

【令和３年10月22日改訂】
緊急事態宣言解除後（令和３年10月１日以降）に

おける国分寺市の公共施設利用フロー

【令和４年１月20日改訂】
緊急事態宣言解除後（令和３年10月１日以降）
における国分寺市の公共施設利用フロー

市決定フローの考え方【第４段階に位置付け】
⚫ 東京都のリバウンド防止措置に準拠し，令和３

年10月24日まで夜間利用時間制限を解除し，第
４段階に移行した。

⚫ 利用人数上限は，各施設の利用にあたっての留
意事項を徹底したうえで，約1/2の制限を3/4ま
で緩和する。

⚫ 令和３年10月25日以降は東京都の動向を踏まえ
本部で判断することとした。

市決定フローの考え方【更なる制限の緩和に位置付け】
⚫ 令和３年10月25日から感染防止対策を徹底し，施設

毎の留意事項及び活動に応じたガイドラインを遵守
することを前提に，第５段階を含めた全ての公共施
設の利用を再開した。

⚫ 利用人数上限も各施設規定の定員数に戻した。
⚫ 第５段階の調理室等の利用について，黙食や会話等

のマスク着用等の感染防止対策を徹底することを前
提に飲食を認めた。

【令和３年11月４日決定内容】
⚫ 黙食・会話時のマスク着用徹底の周知を行うことを

前提に令和３年11月８日より施設内での飲食を可と
する。なお，大人数の会食は，東京都の基本的対策
徹底期間である令和３年11月30日まで不可。

【令和３年11月26日決定内容】
⚫ 公共施設内の大人数の会食は12月1日以降も引き続き

不可。

市決定フローの考え方【第５段階特例に位置付け】
⚫ 令和４年１月21日からまん延防止等重点措置の

区域に東京都が定められたことに伴い，利用で
きる施設の段階を第５段階に戻すとともに，施
設内飲食利用の不可（喫茶施設は除く・調理室
は調理以外の利用は可）とした。

⚫ 小中学校特別教室・体育館の児童生徒以外の利
用不可，屋外・屋内スポーツ施設の夜間利用時
間短縮を行うことから，「第５段階の特例」と
して位置づけ，施設運用を実施した。

40



04 公共施設利用の取組

【令和４年３月４日改訂】
緊急事態宣言解除後（令和３年10月１日以降）に

おける国分寺市の公共施設利用フロー

【令和４年３月17日決定】
新型コロナウイルス感染症まん延防止等
重点措置解除後（令和４年３月22日以降）
における国分寺市の公共施設利用フロー

市決定フローの考え方【第５段階特例に位置付け】
⚫ 新型コロナウイルス感染症まん延防止等重点措置

の期間が延長されたため，第５段階の特例を継続
した。ただし，屋外・屋内スポーツ施設の夜間利
用時間の短縮は解除をした。

市決定フローの考え方【更なる制限の緩和に位置
付け】
⚫ 新型コロナウイルス感染症まん延防止等重点措

置の期間終了後の令和４年３月22日から，市の
公共施設について，これまで同様の感染防止対
策を徹底し，施設毎の留意事項及び活動に応じ
たガイドラインを遵守することを前提に，第５
段階を含めた全ての公共施設の利用を再開する
こととした。

⚫ 第５段階の調理室や各施設のフリースペースで
の飲食について，黙食や会話時のマスク着用等
の感染防止対策を徹底することを前提に飲食を
可とした。ただし，飲酒及び酒類の持ち込みは
不可とすることとした。
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【令和５年２月28日】
「新型コロナウイルス感染症まん
延防止等重点措置解除後（令和４
年３月22日以降）における国分
寺市の公共施設利用フロー」の
運用を終了した

令和５年３月１日から利用者主体
の感染症対策の実施に移行した


